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【目的】これまでに、ビフィズス菌 BB536 の抗アレルギー作用を検証するため、スギ花粉症ボランティアを対象に、

2004 年には BB536 配合ヨーグルトまたはプラセボヨーグルト（1 日 100g×2 個摂取）、2005 年には BB536 含有

菌末またはプラセボ粉末（1日2包摂取）を摂取する試験を行い、自覚症状および血中マーカーの改善を認めら

れた。そこで、2006 年では、BB536 配合ヨーグルトまたはプラセボヨーグルトを 1 日１個摂取する試験を実施し

た。 

【方法】試験デザインは無作為割り付けによる二重盲検並行 2 群比較試験とした。公募による神奈川県近辺在

住の花粉症の自覚症状を有する成人１０１名を対象に、2006 年 1 月 19 日から 4 月 22 日まで、BB536 配合ヨー

グルト（ｎ=50）またはプラセボヨーグルト（n=51）を 1 日 1 個（内容量 120g）摂取させた。摂取期間中は「鼻アレル

ギー診断ガイドライン 2005」に基づいて毎日の自覚症状や花粉症対策の調査を行い、摂取前後に採血を行っ

た。 

【結果および考察】2006 年のスギ花粉飛散は 2005 年と比べてかなり少なく、全被験者が試験参加を完遂した。

花粉飛散期における各自覚症状の変動スコアの合計値を求め、群間比較を行った。プラセボヨーグルト摂取群

と比較して、BB536 ヨーグルト摂取群ではくしゃみ、水性鼻汁、喉の症状スコアには群間差はなかったが、鼻閉

や目の症状スコアが低値を示し、鼻の掻痒感スコアが有意に低下した。また、試験群、プラセボ群とも、摂取前

後の血清総 IgE やスギ花粉特異的 IgE に顕著な変化は認められなかった。以上の結果から、BB536 入りヨーグ

ルトを 1 日 1 個摂取した場合でも、ある程度の花粉症症状緩和作用が示唆された。 

 


